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1 ものづくり支援事業 商工振興課 1,000

新商品の開発や販路開拓等を目指す事業者等を支援し、 売上増加を図るとともに、地域特産品のブラン
ド化を目指す。

【予算】　ものづくり支援事業補助金　200,000円×5件＝1,000,000円

398 新たな商品開発や販路開拓などの取り組み件数 2
交付：2件（398,000円）小松田靖之【小売業・カタログ作成】200、小熊美奈子【小売業・展示会出店】
198

2 事業所改修等支援事業 商工振興課 2,500
事業活動に使用する建物などの改修等を行う事業者を支援し、事業活動の継続を促す。

【予算】　事業所改修助成金　1,000,000円×1／2×5件＝2,500,000円
978 新たな商品開発や販路開拓などの取り組み件数 3

交付：3件（978,000円）石井幸生【美容業・屋根塗装等】347、近野格也【小売業・外壁塗装等】404、
山脇和子【看板製造業・照明器具取替】227

3 新規雇用企業等支援事業 農林振興課 500

基幹産業である農林業に従事する人材を確保するなど、雇用拡大を図る事業者事業活動を支援し、農林
業の活性化に努める。

【予算】　農林業関係新規雇用奨励金　500,000円×1人＝500,000円

0 農林業の雇用拡大を図る事業者数 0
交付：0件（0円）

4 雇用定着企業等支援事業 商工振興課 0
町内事業所の雇用定着を促すため支援を行い、若い世代などの定住を促進するとともに、商工業の活性
化に努める。

0 新たな商品開発や販路開拓などの取り組み件数 0 　予算・決算実績なし。

5 ふるさと納税推進事業 まちづくり課 1,000

地域活性化活動に共感する方々から資金を募る「ガバメントクラウドファディグ」を活用し、集まった
寄附を財源として補助金制度を整備し、地域活性化活動を行う法人や団体を支援する。
【予算】クラウドファンディング活用支援事業補助金　１,000,000円
　　　　1,000,000円×2件×50％＝1,000,000円

0 ふるさと納税におけガバメントクラウドファンディングの実施件数 0 ・交付：0件（0円）

6 起業トータルサポート事業 まちづくり課 3,700

　起業前から起業後まで、それぞれのビジネスステージに合わせて町独自の支援を行い起業目指す方か
ら選ばれる地域を目指す。

【予算】
ドチャベン活動支援事業費補助金（起業希望者旅費等支援分）
上限50,000円×4人＝200,000円
ドチャベン活動支援事業費補助金（起業支援分）
上限500,000円×5人＝2,500,000円
ドチャベン活動支援事業費補助金（起業者事業拡充支援分）
上限500,000円×2人＝1,000,000円

1,890 起業者数 3

①五城目町起業希望者旅費等支援事業補助金
・交付： 0件（0円）

②起業等支援事業補助金
・交付：3件（1,390,000円）　佐藤理沙子【美容業】390、佐々木舞【キッチンカー】500、佐藤香織
【カフェ】500

③起業者事業拡充支援事業補助金
・交付：1件（500,000円）　石丸敬将【飲食店】500

7 地域づくり人材等支援事業 まちづくり課 500

五城目町地域活性化支援センターを拠点として町内企業への人材派遣を行う民間組織「特定地域づくり
協同組合」の設立を目指す人材を億生するための研修を行う。

【予算】地域づくり人材等創出支援業務委託料　250,000円×2回＝500,000円

0 特定地域づくり事業協同組合における派遣職員雇用数 0

・未実施
（本事業は地域の仕事を組み合わせて年間を通じた仕事を創出し労働者を派遣する「特定地域づくり協
同組合」を設立し、移住定住を促進することを目的としているが、組合の母体となりうる事業者を見つ
けることができず研修等を実施することができなかった。）

しごとづくり　　小計 9,200 3,266

8 関係人口創出事業 まちづくり課 1,500

五城目町で地域課題の解決や地域活性化に取り組む団体等の課題を共有する交流会を首都圏で開催し、
地域課題の解決等に継続的に関わる「関係人口」の創出・拡大を図る。

追加：令和5年度は東京都のほか、首都圏外の宮城県でも交流会を開催している。

【予算】関係人口創出・拡大事業業務委託料　1,500,000円×1式＝1,500,000円

992 「関係人口」との連携による地域活動の取り組み件数 0

関係人口創出・拡大事業業務を委託。　991,100円

町の地域団体：朝市わくわく盛り上げ隊、五城目町教育委員会
・ファンミーティング　2回開催（仙台 9名参加、東京 17名参加）

「教育留学」における参加児童生徒数 20

転入世帯数 0

10 空き家情報発信事業

住民生活課
（～R2）

まちづくり課
（R3～）

499

各地域のコミュニティ、文化、特産品に、空き家情報を組み合わせた移住 ・定住促進マップ及びウェブ
ページ「Ｇｏｊｏｍｅ 促進マップ及びウェブページ「Ｇｏｊｏｍｅ Ｌｉｖｉｎｇ」の情報更新を行
い、移住希望者に対する情報提供の強化を図る。
※R3に住民生活課からまちづくり課に所管替え。

【予算】五城目町移住定住促進Ｗｅｂページ維持管理委託料　498,300円×1式＝498,300円

499 移住の相談件数 7
五城目町移住定住促進Ｗｅｂページの維持管理を委託。498,300円

・町内企業14社、空き家等の情報2件を追加・更新。

11 移住・定住促進イベント事業 住民生活課 250

移住者と地域住民が一緒に空き家のリフォームを行い交流するこで、スムーズに地域になじめるよう
に、空き家のリフォームをイベントとして行うため、材料費や交流の支援を行う。

【予算】空家利活用推進イベント補助金　250,000円×1式＝250,000円

250 転入世帯数 1 交付：1件（250,000円）八嶋美恵子【空き家利活用イベント】

参加人数
・小学生 18名
・中学生　2名
・移住者　0世帯

9 教育留学推進事業 学校教育課 607

五城目町の豊かな教育資源を生かし、秋田県や民間企業等との連携・協働により県外から長期・短期の
「五城目型教育留学」の形で児童生徒を受け入れ、関係・交流人口の増加や家族ぐるみでの移住・定住
の促進を図る。

 実施期間　令和5年5月29日～令和6年2月29日

【予算】教育留学事業　607,000円

555
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12 姉妹都市交流事業 まちづくり課 287
姉妹都市千代田区との交流事業を推進し、首圏圏へのＰＲを拡充する。

【予算】都市交流事業費　287,000円
266 移住の相談件数 7

千代田区民体育大会の競技賞品として、町産のあきたこまちや日本酒を提供したほか、町ブースを設置
して物産の販売・PRを実施。

13 移住支援金給付事業 まちづくり課 1,000

東京圏からの移住促進及び町内企業の担い手不足対策として、移住者に対する経済的支援を行う。

東京圏に在住又は通勤している者が、東京圏以外の道府県に移住し、「地域経済への波及効果等の観点
から地域にとって重要な中小企業として県が選定する中小企業」に就職した場合、１世帯あたり最大100
万円を助成する。（負担割合：国1/2、県1/4、町1/4）

【予算】地方創生移住支援金　1,000,000円×1件＝1,000,000円

1,000 転入世帯数 1 ・交付：1世帯（1,000,000円）移住元　千葉県

移住・定住対策　　小計 4,143

14 福祉医療助成制度拡充事業 健康福祉課 5,208

０歳から中学生までの医療費について、県では一定の所得制限の下でその全額または半額を助成する
が、 所得制限等により自己負担が発生する世帯に対しては、町がその全額を助成する。加えて、高校生
等の医療費について自己負担が発生する世帯に対しては、町がその全額を助成する。

【予算】福祉医療費　434,000円×12ヶ月＝5,208,000円

6,950
助成：2,922件（6,949,703円）

15 保育料助成制度拡充事業 健康福祉課 936

保育園等の保育料（３号認定） について、県では第３子以降の子どもが生まれた場合、一定の所得制限
の下で第２子以降の保育料の全額を助成するが、所得制限を上回る世帯に対しては、町がその全額を助
成する。

【予算】　26,000円×12月×3人＝936,000円

781 助成：2人（780,400円）

16 副食費助成制度拡充事業 健康福祉課 3,796

保育園等の副食費について、県では一定の所得制限の下でその全額また一部を助成するが、所得制限に
より自己負担が発生する世帯に対しては、町がその全額を助成する。

【予算】　1号認定こども副食費助成　357,900円×1式＝357,900円
　　　　　2号認定こども副食費助成　3,438,000円×1式＝3,438,000円

2,033 助成：38人（2,032,400円）

17 主食費補助事業 健康福祉課 1,176

町内在住の３歳以上児の保育園等の主食費相当額を全額補助する。

【予算】　１号認定児　12人×10ヶ月×1,000円＝120,000円
　　　　　２号認定児　88人×10ヶ月×1,000円＝1,056,000円

1,107 交付：91人（1,106,360円）

18 若者交流イベント事業 まちづくり課 500

五城目町の魅力を活かした出会いイベントを開催し、五城目町の独身者を対象とする交際や成婚を目指
したコミュニティを創出する。

【予算】出会い・結婚支援業務委託料　250,000円×2回＝500,000円

500
出会い・結婚支援業務を委託。　499,400円
・ものづくりイベント　　10名参加（町内男性1名）：マッチング1組
・日本酒イベント　　　　 8名参加（町内男性2名、町内女性1名）：マッチング1組

19
あきた結婚支援センターとの連携、結
婚サポーターの強化

まちづくり課 100

結婚を希望する者が秋田結婚支援センターに入会した場合に、入会登録料（10,000円）を町が負担す
る。

【予算】あきた結婚支援センター入会登録料負担金 10,000円×10人＝100,000円

30
・納付：3件（30,000円）

20 新婚さん生活応援事業 まちづくり課 900

結婚に伴う住居の取得・賃貸・引越しを行う方に対して、経費の一部を補助する。
補助率　10/10、交付限度額　300,000円
年齢要件：夫婦共に39歳以下、所得要件：世帯所得340万円未満

追加：令和5年における所得要件は「世帯所得500万円未満」

【予算】五城目町新婚さん生活応援事業補助金　300,000円×3組＝900,000円

0
・交付：0件

21
特定不妊治療・一般不妊・不育症治療
費給付

健康福祉課 750

県で実施している特定不妊治療（体外受精等）の限度額を超えた自己負担分に対する助成。一般不妊治
療費の全額助成。

【予算】　特定不妊治療費助成事業　　　150,000円×1人＝150,000円
　　　　　一般不妊治療費全額助成事業　100,000円×5人＝500,000円
　　　　　不育症治療費助成事業　　　　 50,000円×2人＝100,000円

519 助成：7人 延べ8人（518,740円）

22 誕生祝金の支給 健康福祉課 2,500
五城目町に生まれた子供に対する祝い金の支給。

【予算】　100,000円×25人＝2,500,000円
1,400 支給：14人（1,400,000円）

23 ブックスタート事業 健康福祉課 211

赤ちゃんへの絵本を開く楽しい体験と一緒に絵本を手渡す活動。4か月・7か月・10か月・1歳・2歳児対
象。【予算】　ブックスタート事業保育士　3,000円×20人＝60,000円
　　　　　　　ブックスタートパック　　330円×25人＝8,250円
　　　　　　　消耗品　　　　　　　　5,000円× 1式＝5,000円
　　　　　　　絵本　　　　　　　　　1,100円×25人×5回＝137,500円

113 配布：83人（　112,672円）　83冊他

24 チャイルドシート購入費補助金 健康福祉課 180
車移動時の乳幼児の事故防止を図る。購入費用の1/2かつ上限12,000円。

【予算】　チャイルドシート購入費補助金　9,000円×20人＝180,000円
33 交付：4件（33,000円）

25 インフルエンザ任意予防接種 健康福祉課 1,323

6か月児から高校3年生までの子どもと妊婦を対象としてインフルエンザ予防接種にかかる費用を助成。1
回あたり1,500円。

【予算】6か月児～小学6年生　1,500円×340人×2回＝1,020,000円
　　　　中学生　　　　　　　1,500円×82人＝123,000円
　　　　高校生　　　　　　　1,500円×100人＝150,000円
　　　　妊婦　　　　　　　　1,500円×20人＝30,000円

758

助成：6か月～小学6年生　 404人 （606,000円）
　　　中学生　　　　　　  62人 （ 93,000円）
　　　高校生　　　　　　  37人 （ 55,500円）
　　　妊婦　　　　　　　　 2人   （3,000円）　　　　合計　757,500円

26 小学校入学時記念品交付事業 健康福祉課 340
小学校に入学する児童に対し、記念品として1人10,000円分の図書券を贈呈する。

【予算】小学校入学時図書券交付　10,000円×34人＝340,000円
340 交付：34人（340,000円）

27 子育てコミュニティ支援事業 まちづくり課 100

地域課題の解決や地域活性化に向け、町民活動団体が町と協働で取り組む事業について経費を補助する
まちづくり活動チャレンジ支援事業により、子育てコミュニティ支援を行う。

【予算】 補助金　まちづくり活動チャレンジ支援事業補助金　25,000円×4団体＝100,000円

0 ・交付： 0件（0円）

第２子以降の出生数 12
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28
母子手帳アプリ　母子モ　ごっこナビ
事業

健康福祉課 410

健診記録や予防接種記録が母子健康手帳のバックアップになり、また子どもの成長記録を作成でき家族
間で共有できる。町からの健診事業や子育て情報など必要な情報を必要な時期に配信できるサービス。

【予算】母子手帳アプリ利用料　20,000円×12ヶ月×1.10＝264,000円
　　　　オンライン相談利用料　10,000円×12ヶ月×1.10＝132,000円

410 アプリダウンロード数：155人

29 子育て支援クーポン券支給事業 健康福祉課 803

子育てしやすい環境づくりを推進するため、子育て世代へタクシーの乗車、育児用おむつ・おしりふ
き・ミルクの購入に使用できるクーポン券を交付する。クーポン券は30,000円分を2回に分けて交付す
る。（子ども1人1回につき15,000円分）

※新規交付はR4年度をもって終了

【予算】子育て支援クーポン券利用給付費　1回目　140,000円＋15,000円×10人＝290,000円
　　　　子育て支援クーポン券利用給付費　2回目　77,800円＋15,000円×29人＝512,800円

431
交付：17件（2回目）
精算額：430,900円

30 グローバル人材育成事業 まちづくり課 1,000

将来の町を牽引するリーダ人材を創出するため、官・民・学が連携し、子どもたちが豊かなコミュニ
ケーション能力や語学力を身につけるとともに、さまざまな異文化体験 などができる環境づくりを推進
する。

【予算】】グローバル人材育成事業業務委託料　1,000,000円×1式＝1,000,000円

1,000

グローバル人材育成事業業務を委託。1,000,000円
五城目小４年生を対象として、持続可能な社会の実現をテーマに、計4回のワークショップ形式によるプ
ログラムを実施。オンライン講師に、国境を超えて問題解決に取り組む方を迎え、国際的な気候変動な
どを学んだ。

少子化対策　　小計 20,233

31 コミュニティ生活圏形成事業 まちづくり課 3,843

人口減少や高齢化が進行している中で、集落におけ日常生活に必要なサービス機能を維持・確保してい
くため、複数の集落による新な生活圏であ「コミュニティ生活圏」を形成し、住民による地域の支え合
いの仕組みつくり将来にわたって暮らし続けることができる地域の実現に向けて、地域住民が主体と
なって行う体制づくりや地域活動を支援する。

【予算】　集落支援員活動事業　　　　3,843,000円

3,839 「コミュニティ生活圏 形成に向けた取り組みを開始する地域数 0

・集落支援員活動事業
　
採用　２人　（伊藤信子氏、八嶋美恵子氏）
コミュニティ生活圏形成事業馬場目地区運営員会月１回開催（カフェ部会　交通部会　GB部会）健康体
操、ヴァイオリンコンサート

32 GBビジネス支援事業 まちづくり課 0

中山間地域での恵みに着目し、住民の生きがいづくりと小さな経済の創出を目指し、秋田県が行ってい
る県内の複数の地域が一体とな山菜等の共同出荷に取り組む高齢者の世代向けのＧＢビジネスを推進す
るため、ＮＰＯ法 同出荷に取り組む高齢者世代向けのＧＢビジネスを推進するため、ＮＰＯ法人あきた
元気ムラＧＢビジネスと連携して、地域住民が主体なって行う組織づくりや地域活動を支援する。

【予算】 補助金　まちづくり活動チャレンジ支援事業補助金　25,000円×4団体＝100,000円

0 新たにＧＢビジネスに取り組む団体数 0 ・交付： 0件（0円）

33 地域公共交通維持発展事業 まちづくり課 0

現在運行しているデマンド型乗合タクシーの利便性の向上と需要に対応した効率的な運行によって、地
域の生活交通を維持するため、地域住民主体による乗合率の向上や自家用有償旅客運送による取り組み
など、行政と協働で行う公共交通に係る地域活動を支援する。

【予算】 補助金　まちづくり活動チャレンジ支援事業補助金　25,000円×4団体＝100,000円

0 地域公共交通に関する住民主体の取り組み件数 0 ・交付： 0件（0円）

34 コミュニティ・スクール活動推進事業 学校教育課 144

学校・地域・家庭が連携し主体となって行う学校環境の整備、地域行事への参加、食育活動、昔遊び体
験などの活動を通じ、地域ぐるみで子どもを育むコミュニティづくりを推進する。

【予算】　コミュニティ・スクール事業　144,000円
117 地域住民によるボランティア協力者数 692

・コミュニティ・スクール事業
学校運営協議会委員　20名委嘱　年3回実施　　総出席者　49名
「地域を元気にするために学校ができること～学校の重要課題を地域の皆さんと考える～」のテーマ
で、小学校では学校菜園やウォークラリー、中学校では職場学習や地域人材を生かした学習等について
協議した。また、小・中・地域連携によるあいさつ運動について協議を行う等、学校と地域の協働体制
づくりを推進し、ボランティアの活動の場を広げた。

地域づくり　小計 3,987 3,956

総合計 37,563 7,222

- 地域活性化支援センター まちづくり課 13,209
新たな事業の創出を支援するとともに、地域産業やコミュニティ活動の育成と振興を図る。

【予算】 指定管理料　11,500,000円×1式＝11,500,000円　ほか
13,722 転入世帯数 1 転入世帯：１世帯

第２子以降の出生数 12

3／3ページ


